
町
か
ら
村
か
ら
犯
罪
を
出
さ
な
い
問
一
乙
れ
ら
入
選
者
に
は
、
四
月
に
関

ρ

)
レ
る
い
町
命
つ
く
り
が
め
ざ
し
て
い
る
市
街
一
れ
る
市
防
犯
協
会
総
会
の
席
上
、
記
念

削
刊
明
方
い
い
こ
犯
協
会
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
防
一
品
、
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

日
間
仰
い
川
則
一
だ
二
犯
標
語
雲
嚢
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
一
ま
た
入
選
し
た
警
は
封
筒
や
そ
の

4

?
ト
|
録
げ
に
こ
の
ほ
ど
寄
せ
長
在
号
、
二
百
八
一
ほ
か
の
印
刷
物
に
刷
り
込
ま
れ
防
犯

登

4

二

』

一

民

2

二
十
一
点
に
の
ぼ
り
、
防
犯
へ
の
大
き
い
一
思
想
の
徹
底
に
役
立
で
る
こ
と
に

口
男
女
数
時
積
二
期
待
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
審
査
員
十
一
い
ま
す
。

端
ぃ
以
面
二
四
人
が
厳
選
し
た
結
果
、
つ
ぎ
の
と
お
一

O
入
選
(
六
点
)

甘
似
一
一
り
入
選
六
点
、
佳
作
二
土
ハ
点
を
選
ぴ
一
マ
大
洲
市
長
賞

一

一

ま

し

た

。

必

犯

に

四

万

市

民

の

白

が

光

る

1 5日昭和 42年 5月

所

課

行

書

限月

役

集

所行

市

発

掛|

編

文

一

大本

月

の

納

税

保

険

税

六

期

第 13 3号

1月末市の人口

人

、、，ノ
A
1
E
'
 

〆
'
E

、

近代的で夢いっぱい

一
〈
、
す
で
に
老
朽
佑
し
地
元
か
ら
政
一
築
一
る
〈
夢
が
あ
り
、
合
理
的
な
施
設
と
地

二
の
強
い
要
望
が
で
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
一
元
の
み
な
さ
ん
の
C
協
力
で
諸
設
備
も

二
に
こ
の
地
区
に
は
、
こ
の
保
育
所
の
ほ
一
備
い
、
理
想
的
な
保
育
が
で
き
る
の
で

一
一
か
に
大
竹
(
定
員
一
八
)
、
宇
津
(
定
一
そ
の
効
果
も
飛
躍
的
に
向
上
す
る
も
の

一
一
員
二
四
)
の
阿
保
育
所
が
あ
り
ま
し
た
一
と
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
保
育
所
は
、
大
正
初
期
一
が
い
ず
れ
も
小
規
模
で
老
朽
化
し
て
一
ま
た
、
時
代
の
要
請
か
、
最
近
と
く

に
隔
離
病
舎
と
し

τ短
て
ら
れ
た
も
の
一
い
た
の
で
、
昨
年
四
月
に
菅
回
保
育
所
一
に
婦
人
の
労
働
力
に
た
よ
る
こ
と
が
多

を
昭
和
一
一
十
七
年
に
保
育
所
に
転
用
し
一
に
統
合
し
て
い
た
も
の
で
す
。
一
〈
な
り
、
そ
の
た
め
に
幼
児
の
保
育
の

た
も
の
で
、
構
造
止
保
育
に
適
当
で
な
一
新
し
い
請
は
と
く
に
定
的
で
旦
必
重
量
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

一
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
幸
い
当
市
に
は

現
在
十
一
の
保
育
所
(
七
百
七
十
人
収

容
)
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
統
屍

合
が
行
な
わ
れ
で
も
ス
ク
ー
ル
パ
ス
な

ど
の
運
行
で
、
み
な
さ
ん
に
不
便
か
か

け
な
い
よ
う
つ
と
め
て
い
ま
す
。

(33) 

所
在
地

l大
洲
市
森
山
石
原

一
宮
神
社
境
内

所
有
者
1
森
山
石
原
部
落

森
山
石
原
部
落
は
烏
首
に
近
い
肱
川

左
岸
の
県
道
か
ら
少
々
上
っ
た
所
約
十

一
「
も
の
し
り
博
土
」
総
合
テ
レ
ビ

幹
の
目
地
り
周
五
・
六
七
米
メ
l
ト一
一
土
、
後
四
、
四
五
5
六、

0
0

ル
、
根
廻
り
八
・
四
メ
ー
ト
ル
、
樹
一
一
楽
し
く
み
ら
れ
る
テ
レ
ビ
社
会
斜
、

高
約
二
五
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
見
込
み
一
一
理
科
事
堤
と
し
て
知
識
の
泉
で
す
。

五
百
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
一
一
「
ま
ん
が
学
校
」
総
合
テ
レ
ビ

エ
ノ
キ
は
日
不
全
土
に
分
布
し
て
一
一
月
、
後
、
六
、

0
0
1六
、
二
五

一
ま
ん
が
ク
イ
ズ
か
見
な
が
ら
、
だ
れ

」

工

ヨ

ー

ド

・

一

で

も

楽

々

絵

や

ま

ん

が

が

か

け

る

よ

一↓
J

K

E

f

h

I

一
う
に
な
っ
て
い
き
一
ま
す
。

一
「
あ
す
は
君
た
ち
の
も
の
」
総
合
テ

一
レ
ビ
、
水
、
後
六
、

0
0
1六
、
二
五

戸
の
部
落
で
す
。
こ
こ
の
鎮
守
一
宮
神
お
り
巨
大
な
も
の
も
少
く
あ
り
ま
せ
一
一
「
四
つ
の
目
」
総
合
テ
レ
ビ
、
木

社
(
俗
称
石
原
神
社
)
境
内
に
ヱ
ノ
キ
ん
が
市
内
産
ヱ
ノ
キ
の
う
ち
老
大
な
一

の
大
樹
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
ま
す
。
も
の
の
弓
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
一
後
、
六
、

0
0
1六
、
二
五

エ
ノ
キ
独
特
の
騒
が
発
達
し
て
い
て
(
霊
童
委
育
課
)
一
肉
眼
で
は
見
る
乙
と
の
で
き
な
い
世

一
界
の
驚
呉
を
特
殊
な
方
法
を
駆
使
し
て

樹

冠

は

神

社

の

上

方

を

震

い

壮

厳

で

す

一

一
挟
り
、
楽
し
ミ
た
め
に
な
る
耕
学
番
組

老
大
な
も
の
の
一
つ
に
数
え
ち
れ
る

H

石
原
の
エ
ノ
キ
グ
一
と
し
て
お
送
り
し
ま
す
。

一
「
歌

ωメ
D
iゴ
ー
ラ
ン
ド
」
総
合

i
l
l
u
-
-
l
i
l
i
-
-
u
v
h
i
l
l
'

一
テ
レ
ビ
金
、
後
六
、

0
0
1六
、
=
一
O

閉
伊
津
美
。
一
松
中
澄
江
、
末
広
佐
一
原
子
、
三
瀬
久
一
」
、
こ
れ
が
か
わ
い
い
平
ど
も
に
対
一
「
み
ん
な
の
う
た
」
総
合
テ
レ
ビ

大
洲
小
|
杉
江
延
子
、
長
谷
治
志
、
一
美
子
、
回
丸
清
香
。
一
す
る
震
情
で
も
あ
り
、
安
全
な
行
動
一
月
1
木
後
六
、
二
五
l
六
、
三

O

梅
田
勝
、
栗
田
計
、
柴
田
真
司
。
一
南
中
I
清
水
竜
太
郎
。
一
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
一
「
愛
の
一
家
」
総
合
テ
レ
ビ

北
中

ll井
上
邦
子
、
哲
学
¥
水
野
一
柳
沢
中
I
山

形

滞

一

息

一

す

u

乙
れ
が
、
こ
ど
も
の
変
通
安
全
一
士
、
後
、
六
、

0
0
1六
、
一
云
)

活

子

、

佐

々

木

将

人

、

大

川

手

鈴

一

マ

優

良

喜

屋

一

に

つ

な

が

り

ま

す

。

一

「

サ

ン

ダ

!

?

ど

総

合

テ

レ

ビ

草
野
中
|
井
手
良
彦
、
菊
地
秀
市
、
一
重
口
婦
人
会
貯
者
組
合
@
お
と
な
が
変
通
ル
l
ル
の
模
簡
を
一
日
、
後
六
、

0
0
1六
、
五
O

官

問

問

篤

一

、

福

山

京

子

、

藤

岡

埜

二

一

大

洲

精

神

病

院

貯

蓄

組

合

一

「

み

ん

な

の

科

学

」

教

育

テ

レ

ビ

子
ど
あ
は
、
お
と
な
の
行
動
を
い
一
月
1
金
後
六
、
三
0
1七
、
の
O

つ
も
み
て
お
り
、
理
向
な
し
に
マ
ネ
一
「
声
〈
ら
ぺ
腕
く
ら
べ
」
ラ
ジ
オ
第
一

を
し
ま
す
。
両
親
は
も
ち
ろ
ん
、
周
一
日
、
前
、
九
、
三
0
1九
、
五
八

囲
の
お
と
な
が
正
し
い
交
通
ル
l
ル
一
「
こ
ど
も
と
家
庭
の
タ
ベ
」

の
模
衡
を
示
し
て
や
る
こ
と
が
、
生
一
一
フ
ジ
オ
第
一
、
月
1
金
後
五
、
一
二
千

き
た
指
指
揮
で
あ
り
、
平
ど
も
を
交
通
一
士
ハ
、
五
O

事
故
か
ら
守
る
畏
良
の
方
法
で
す
。
一
一
「
中
学
生
の
勉
強
室
」
ラ
ジ
オ
第
二

で月
1
金
後
七
二
ニ

o
i八、

0
0

N
H
K番
組
よ
り

社
会
教
育
課

大

洲

市

指

定

天

然

記

念

物

原

石

の

エ

ノ

キ

増員

齢

十封

菅田保育所が落成

定員 90人に

貯
蓄
高

η

億
に作品
の
入
選
者

'
も
キ
C

事士。

題l
愛園長
!一;jiX~~冒 .J

i/; 
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入

学

前

教

育

を

お

す

す

め

番

組

l乙

四

月

に

多

い

交

通

事

故

遊
技
室
や
保
育
室
、
調
理
室
、
事
務
室

を
完
備
し
た
新
保
育
所

水
泳
プ

l
ル
な
ど

O
交
差
点
の
渡
り
方

O
交
通
信
号
の
見
方

O
踏
切
の
渡
り
方

な
ど
、
夜
通
ル
l
ル
の
基
本
そ
教

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

入
選
標
語
き
ま
る

応
募
数
二
百
八
十
余
点
に

ア
ッ
危
い

そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
死
を
招
く

一
秒
待
つ

心
の
ゆ
と
り
が
身
を
守
る

と
び
出
す
な

車
は
急
に
止
ま
れ
な
い

。所愛建そ

金書持
主義主華

町長望
?普賢量

(
交
通
安
全
年
間
ス
ロ

l
ガ
シ
)



(2) 

レ
ン
ジ
ャ
!
の
妙
技
に
ノ、

ノ、

フ

フ

肱

川

河

原

で

消

防

出

ぞ

め

式

主要壁h

jili 
zzii 
語気Fh
の小がま八

i?1i; 
救出副11練...."~技“をひろうするレンジャー隊量首長室
8d253易謀長持喜多長E2F詩

そ;す!?iifHiiijfi!? 
五百主語」産 i主旨量嚢E主互主4

5言語詩j43i信121f

1 5日用5 昭和 42年幸艮居~t菅-i"'唱R
ー
ュ
最
近
、
乙
と
ば
の
乱
れ
が
と
く
に

指
摘
さ
れ
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
現
状
は
い
っ
た
い
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
色
ろ
正
し
く
美
し
い
臼
本
語
の

普
及
に
努
め
て
い
る
N
H
Kで
は
、

と
く
に
放
送
が
話
し
こ
と
ば
に
あ
た

え
る
影
響
を
量
く
み
て
、
昨
年
「
話

し
こ
と
ば
と
放
送
」
に
つ
い
て
調
査

伊
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
各
地
の
国
語

一
言
語
学
者
・
教
育
者
・
作
家
な
ど
五

百
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

実
施
し
た
も
の
で
、
広
〈
各
分
瞬
間
、

地
域
か
金
一
一
百
四
十
八
名
の
回
答
が

外自の②で
来車あそ半
語語や ω 数
Zま根以
舌L留り拠J:::
用[_は芝

='~流敬め
襲j語君主
トつる
下f省iJl乙
君略いと
語方

ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と

①
「
こ
と
ば
が
乱
れ
て
い
る
」
と
判

断
し
た
人
が
二
百
二
人
(
五
八
%
)

若

人

3巳

がこ

，J--

国
喜
(
柳
沢
二
部
長
)
マ
鎌
田
孝
之
一

(
三
善
二
部
長
)
マ
小
川
幸
男
(
粟
一

津

三

部

長

)

一

〔
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
永
一

年

勤

続

章

)

〕

一

マ
上
野
清
(
平
幹
部
長
)
マ
中
野
一

忠
路
(
平
野
団
員
)
マ
藤
田
貞
雄
(
一

大
洲
部
長
)
マ
高
見
元
勇
(
大
洲
班
一

長
)
マ
米
田
幸
生
(
固
)
マ
城
戸
栄
-

一
(
同
)
マ
桑
野
雅
英
(
南
久
米
部

長
)
マ
徳
田
弥
寿
(
同
)
マ
河
野
知

良
(
管
田
部
長
)
マ
淵
本
修
一
(
同

)
マ
山
内
福
美
(
大
川
団
員
)
マ
池

田
徳
(
新
谷
部
長
)
マ
鎌
田
重
政
(

三
善
涯
長
)
マ
谷
本
唯
芳
(
粟
津
班

長
)
立
ニ
好
勉
(
問
団
員
)
マ
松
田

保
(
上
菊
戒
珪
長
)
マ
水
沼
刈
夫
(

固
)
〔
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
規

!
新
刊
図
書
案
内

i

伊
予
史
談
第
一
八
一
了
三
号

日
本
の
安
全
保
障
(
佐
伯
喜
一
)

生
き
が
い
の
探
求
(
出
口
日
出
同
)

神
縄
の
一
言
論
(
辻
村
明
他
)

四
国
電
気
事
業
概
要
、
四
十
一
年
度

愛
媛
県
政
一
九
六
六
年

日
本
経
済
新
聞
九
十
年
史

禅
と
現
代
教
育
(
田
中
忠
雄
)

生
き
は
い
る
日
本
の
仏
教
(
関
際
宗

律
章
)
〕

立
言
崇
〈
大
洲
部
長
)
マ
亀
岡
猛

(
柳
沢
班
長
)
マ
河
野
定
男
(
問
団

員
)
マ
池
田
利
徳
(
新
谷
班
官
民
)
マ

佐
伯
文
治
(
同
団
員
)

こ
と
ば
づ
か
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
③
放
送
が
共
通
語
学
}
普

及
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
り
歩
は

た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
一
も

lζ 

多

(
敬
称
略
)

〔
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
〕

マ
祖
ほ
井
一
雄
(
粟
津
分
団
長
)

〔
愛
媛
県
知
事
表
彰
(
功
労
章
〕

マ
谷
間
重
夫
(
大
川
分
団
長
)
マ
松

田
幸
恵
(
大
洲
一
四
部
長
)
マ
石
岡

山、、、‘.司、、、
h

・罰金、‘
.
3
ミu、‘.司、山、、
S
E
司、、、、‘.司、、、‘.河、、、‘
.. 司、、、‘

.8、、、‘.. 司、、、‘.司、、、‘.‘、、、‘.司、
Q

U

、‘・
δ

山、、‘・・
J
N
U
A
U

、‘.n
v
A
U
A
U

、‘.3caε
・-JVAV
、、‘
.. てに
v

£・河ふさ£・・司、父ミ‘
.'b、、‘.司、一、
up

ば

の

乱
れ
。

「
話
し
こ
と
ば
と
放
送
」

第 133号

の

調

査

か

ら

一
部
の
出
演
者
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の

表
現
が
話
し
こ
と
ば
に
惑
い
影
響
を

あ
た
え
て
い
る
こ
と
が
非
難
し
て
い

る
ー
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
い
ま
し
た
。

一
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
ク
大
洲
市
千
療
一

育
ホ
ー
ム
4
に
は
、
機
能
訓
練
用
の
器
一

具
や
オ
ル
ガ
ン
な
ど
伊
備
え
、
ま
た
大
一
一
圃
菅
田
地
区

洲
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
が
中
心
に
な
っ
一
一

1
月

μ
日
(
金
)

て
、
定
期
的
に
研
修
会
炉
開
く
な
ど
し
一
一

3
ん
γ
叩

叫

ん

ゲ

(

火

ソ

て
お
り
、
関
係
者
の
活
用
を
の
ぞ
ん
で
一
一

3
ん

T
M
タ
(
金
)

い

ま

す

。

一

一

4
h
γ
7
9
r
(
金
)

↑

愛

児

の

療

育

や

教

育

面

大

川

地

区

に

つ

い

て

相

視

す

る

親

一

4

月

日

雀

)

i

一

4
h
γ

凶
タ
(
火
)

た

ち

一

4
2ヂ
(
金
)

1
l
i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
-
4
夕
刊
叫
ヂ
(
金
)

一
剛
一
柳
沢
地
区

グ

幸

楽

園

μ
入

園

一

4

月

日

日

(

火

)

一
極
徳
森
地
区4
月
お
日
(
火
)

し
体
不
自
由
児

の
た
め
の
療
育

若
玩
究
所
)

税
学
者
の
一
言
葉
(
丹
羽
小
弥
太
)

日
本
近
代
の
新
し
い
見
方
(
ラ
イ
ン

ヤ

ヲ

)

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
-
え
し
て

教
育
の
森

6

(

村
松
喬
)

動
物
界
の
麓
異
と
神
秘
(
日
本
川
J
l

ダ
!
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
)

青
年
は
と
っ
生
き
る
べ
き
か
(
南
原

繁

他

)

美
と
自
然
に
つ
い
て
(
武
者
小
路
)

わ
が
子
の
個
性
発
掘
(
阿
部
進
)

つ
り
入
門
(
湯
川
秀
魚
)

奥富夏天重量
三喜更霊
奇一 奇ー

自室
ほほ
力、台、

辛早

idi i i 
重自足雇色

言111
目上田I

2 ヌ宣言
霊妻子谷
穴長士会こ完元賢穴

上士E八討三話新士青柳士i号ij)ijtftF

乙
れ
が
サ
ッ
カ
ー
だ
(
村
岡
博
人
)
一

日
本
の
石
(
全
国
樹
石
会
)
一

影
の
旅
戸
宣
告
(
黒
霊
園
一
吾
)
一

独
身
駐
在
員
(
鹿
島
孝
二
)
一

黒

い

雨

(

井

伏

鱒

二

)

一

人
間
の
運
命
4
(
芹
沢
光
治
良
)
一

高
校
受
験
作
戦
(
小
林
茂
)

日
本
と
の
対
面
(
近
藤
み
さ
子
)

お
し
ゃ
れ
泥
棒
(
シ
ン
ク
レ
ア
)

死
と
の
契
約
(
ベ
ァ
カ
)

舷
燈
(
阿
川
弘
之
)

他
人
の
帽
子
(
永
井
龍
男
)

乳
ガ
ン
、

検
診
日

子
宮
ガ
ン

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
の

乱
れ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
①
先
生
一

や
親
の
権
威
が
地
に
落
ち
た
こ
と
に
一

よ
る
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
の
不
備
一

②
日
本
に
は
、
昔
か
ら
つ
ね
に
亀
一
し
俸
不
自
由
児
の
た
め
の
「
害
と

を
先
に
す
る
#
と
い
う
感
覚
が
あ
り
一
教
育
」
相
談
が
、
二
月
士
百
大
洲
愛
一

こ
れ
が
こ
と
L
の
箇
に
反
映
し
て
、
一
育
ホ
ー
ム
(
市
消
防
署
内
)
で
関
か
れ
一
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
四
月
に

と
く
に
敬
語
の
震
を
つ
な
が
し
、
言
し
た
。
乙
れ
は
君
主
催
で
開
か
れ
一
完
成
す
る
三
葉
ヲ
の
入
園
者
の
印

そ
れ
が
日
本
語
の
美
し
さ
の
翠
喜
一
た
も
の
で
、
こ
の
た
び
の
よ
う
に
専
門
一
込
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
一

O
大
洲
I
情
月
十
日
、
二
十
日

な
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
美
一
的
に
行
な
わ
れ
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
一
入
闘
の
で
き
る
人
は
、
身
心
に
著
し
一
(
一
1
四
時
)

風

が

薄

れ

た

⑤

一

敬

語

が

封

建

的

と

い

一

て

。

一

い

欠

陥

が

あ

り

日

震

活

が

不

自

由

な

一

大

洲

市

会

会

堂

う
こ
と
で
否
定
的
に
取
扱
わ
れ
る
こ
一
こ
の
相
談
の
内
容
は
①
し
体
不
自
由
一
要
保
護
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
関
に

O平
野
l
戸
貫
八
日
、
一
壬
一
百

と
②
商
業
主
義
や
エ
D
l
ト
主
一
識
に
一
児
の
療
育
と
機
能
訓
練
の
方
法
②
務
肢
一
必
要
な
書
類
は
市
福
山
川
事
務
所
に
あ
り
一
(
八
1
十
二
時
)

よ

る

外

来

語

の

使

用

ー

な

ど

が

あ

げ

一

療

費

の

母

子

入

園

制

度

③

教

育

と

し

一

ま

す

。

一

平

野

連

絡

所

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
け
④
県
守
養
護
学
校
の
教
育
と
入
学
一
ま
た
入
閣
し
た
と
き
の
経
費
は
い
つ
一
O
南
久
米
I
毎
且
二
日
、
十
八
日

こ
う
し
た
こ
と
ば
の
乱
れ
を
な
く
⑤
就
学
延
期
適
否
の
判
定
ー
な
ど
で
、
一
さ
い
い
り
ま
せ
ん
し
、
日
常
生
活
で
も
一
(
九
1
十

時

)

し
て
、
正
し
い
日
本
語
を
普
及
す
る
相
談
に
は
県
立
警
護
善
意
同
訓
一
各
人
の
障
害
の
程
度
や
性
質
な
ど
を
主
要
米
連
絡
所

た
め
、

N
H
Kで
は
、
こ
と
ば
の
正
一
練
士
、
県
立
愛
媛
養
護
学
校
長
、
回
数
一
慮
し
て
居
容
を
き
め
、
起
居
、
一
言
動
身
一

O
管
回
l
毎
月
十
日
、
二
十
日

し
い
使
い
方
に
つ
い
て
の
番
組
を
放
一
頭
、
中
央
尼
童
相
談
所
判
定
課
長
が
あ
一
体
の
清
潔
、
衣
類
の
洗
た
〈
、
そ
れ
に
一
(
九
i
十
二
時
ゾ

送
す
る
ほ
か
、
放
送
墨
田
の
調
査
・
一
た
り
ま
し
た
。
一
白
墾
や
構
内
の
清
掃
な
ど
の
生
活
指
導
一
菅
田
連
絡
所

研
究
を
お
こ
な
っ
て
そ
の
成
果
を
一
一
こ
の
日
相
談
所
に
は
市
内
は
じ
め
近
一
を
行
な
つ
ほ
か
、
一
フ
グ
オ
や
新
聞
、
雑
一

O
大
川
l
一
貫
十
日
、
二
十
日

般
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
隣
町
村
か
ら
八
十
余
人
の
関
室
告
が
つ
一
誌
、
閉
色
、
将
ぎ
な
ど
の
教
養
、
娯
楽
一
(
九
i
十
二
時
)

(
N
H
Kだ
よ
り
か
ら
)
一
め
か
け
、
目
。
ろ
、
悩
ん
で
い
る
愛
児
の
一
の
機
会
を
あ
た
-
そ
、
楽
し
い
蓄
が
一
大
川
連
絡
所

↑
療
育
や
教
育
の
相
談
を
熱
心
に
受
け
て
一
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一

O
柳
沢
I
毎
月
四
日
、
十
八
日

相
談
開
く

者
を
受
付
中

心
配
ご
と
相
談
所

設

宮司

日

土
性
っ
骨
戸
花
援
僅
)

F

ら
し
て
い
る
も
の
、
か
ら
に
光
沢
の
な

日
本
人
詩
人
全
集

9
一
日
間
村
光
太
郎
一
マ
冬
の
ハ
エ
一
匹
は
一
い
も
宅
、
ず
か
し
て
み
て
明
る
い
も

ス
ボ
y
ク

博

士

の

育

児

童

国

一

夏

の

数

万

匹

一

の

が

新

し

い

卵

で

す

。

人

生

の

本

1

(

亀

井

勝

一

郎

他

)

一

一

卵

を

冷

蔵

庫

に

保

存

す

る

と

き

は

、

一
あ
た
た
か
い
室
の
天
じ
よ
う
に
一
匹
一

現

代

の

教

養

日

(

白

井

吉

見

)

一

一

と

が

っ

た

ほ

う

を

下

に

し

て

ケ

ー

ス

に

一
で
も
ハ
エ
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
退
一

対

話

日

恋

人

論

(

林

房

雄

・

三

島

一

一

入

れ

て

お

く

こ

と

。

普

通

の

場

所

に

お

一
治
し
ま
し
ょ
う
。
た
い
し
て
う
る
さ
く
一

白

紀

夫

)

一

-

一

〈

と

き

で

も

同

じ

こ

と

で

す

。

一
な
い
か
ら
と
い
っ
て
見
逃
し
て
は
い
け
一

経

営

細

胞

(

思

想

運

動

研

究

所

)

一

一

卵

は

、

わ

っ

た

ま

ま

空

気

に

さ

ら

し

一

ま

せ

ん

。

一

経

営

者

の

条

件

(

ド

一

フ

川

ノ

カ

)

一

品

一

て

お

い

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

月
に
い
ど
む
実
験
室
(
木
村
繁
)
一
マ
ハ
ダ
の
マ
ッ
ナ

l
ν
一
冬
中
、
休
ま
せ
て
お
い
た
ぬ
か
み
そ

マ
マ
の
お
は
な
し
(
村
山
幸
T
)

一

に

ス

ヴ

l
ン
の
裏
側
一
が
、
そ
ろ
そ
ろ
お
役
に
立
つ
乙
ろ
で
す

世
界
の
翼
(
朝
日
新
聞
社
)
一
を
:
:
:
一
そ
の
場
合
上
の
ほ
う
の
部
分
二
セ
ン
チ

一
三
月
は
か
ら
っ
風
で
は
だ
が
荒
れ
や
一
ぐ
ら
い
は
捨
て
て
、
底
か
ら
空
気
に
ふ

一
す
い
も
の
で
す
。
週
に
二
、
二
一
度
ぐ
ら
一
れ
さ
せ
る
よ
う
に
、
よ
く
か
き
ま
ぜ
て

一
い
き
れ
い
に
せ
っ
け
ん
で
、
顔
を
洗
い
一
使
い
ま
す
。

一
オ
刀
|
ブ
を
ぬ
D
、
熱
い
タ
オ
ル
で
、
一
こ
の
ぬ
か
み
そ
に
、
南
国
の
促
成
き

一
二
、
三
回
と
り
か
え
な
が
ら
蒸
し
ま
す
一
ゅ
う
り
や
小
か
ぶ
を
つ
け
こ
ん
で
食
べ

一
そ
の
あ
と
指
先
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
一
る
「
家
庭
の
昧
」
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

一
す
が
、
指
が
か
さ
か
さ
し
て
い
る
と
、
一
ね

一
か
え
っ
て
ハ
ダ
を
痛
め
ま
す
。
小
さ
い
一
か
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ

一
ス
プ
ー
ン
の
裏
側
を
利
用
す
る
と
効
果
一
や
う
ど
の
一
夜
づ
け
は
い
か
が
で
す
か

一

的

で

す

。

一

う

ど

の

場

合

は

ア

ク

ぬ

き

に

皮

の

ま

ま

一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
I
B
I
-
-
J
一
水
に
さ
ら
し
、
短
で
み
が
い
て
、
つ
け

一

一

民

襲

。

、

J
=こ
み
ま
す
。
食
べ
る
と
き
皮
革
む
い

一一

E
嘩

6
1
4
e
s
=て
〈
だ
さ
い
。

春

を

待

つ

家

の

内

・

外

防
寒
着
の
仕
京

同
木
の
芽
の
ふ
く
ら
み
が
大
去
で
な
る

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
不
用
の
防
寒
具
一
一
と
、
冬
も
の
の
重
い
カ
ー
テ
ン
の
よ
C

の
あ
と
始
末
が
主
婦
の
大
仕
事
に
な
り
一
れ
が
と
て
も
気
に
な
る
も
の
で
す
。
時

一
ま
す
。
と
い
っ
て
も
ま
だ
寒
い
日
が
ぶ
一
期
を
み
て
ク
刀
l
一
一
ン
グ
や
へ
出
し
て

一
り
か
え
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
一
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
宅
で
洗
う
と
き
は

一

2の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
順
々
に
一
お
ふ
ろ
の
中
で
、
お
と
し
湯
を
利
用
し

一
手
入
れ
を
し
て
、
家
族
の
人
、
別
々
に
一
て
押
し
洗
い
、
踏
み
洗
い
の
雲
閣
で
や

マ

お

ふ

ろ

の

湯

を

一

し

ま

っ

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

れ

ば

き

れ

い

に

な

り

ま

す

。

ぬ
い
た
あ
と
一
オ
ー
バ
ー
や
防
寒
コ
ー
ト
な
在
必
一
室
の
よ
そ
お
い
を
、
あ
れ
乙
れ
く
ふ

底
の
部
分
は
な
か
な
か
乾
き
に
く
い
一
Z
D
|
一
一
ン
グ
に
出
し
て
お
言
す
一
う
す
る
の
も
、
春
を
迎
J
え
ら
れ
る
と
き

も
の
で
す
。
タ
オ
ル
二
放
を
ぬ
い
合
せ
一
そ
の
場
合
、
こ
れ
は
ク
ー
ル
だ
と
か
、
一

ω主
婦
の
た
の
し
み
で
は
な
い
で
し
ょ

た
細
長
い
ぞ
っ
き
ん
を
守
、
ぞ
っ
き
混
一
紡
品
で
あ
る
と
か
、
製
品
の
材
質
を
?
っ
か
。
新
入
学
の
お
子
さ
ん
が
あ
れ
ば

ん
の
一
端
を
排
水
口
に
お
し
こ
ん
で
、
一
書
い
た
メ
モ
を
ク
刀
|
一
一
ン
グ
屋
に
わ
一
居
間
や
廊
下
の
片
隅
を
利
用
し
て
「
デ

ふ
ろ
の
底
に
広
げ
て
お
く
と
、
短
時
間
一
た
し
て
お
き
、
原
因
の
わ
か
っ
て
い
る
一
ス
ク
・
コ
ー
ナ
ー
」
合
作
っ
て
あ
げ
て

に
水
気
を
吸
い
こ
ん
で
早
く
警
呈
す
一
シ
ミ
の
部
分
に
も
乙
れ
は
何
の
シ
ミ
と
一
は
。
カ
よ
ア
ン
で
仕
切
る
の
も
よ

一
メ
モ
を
つ
け
て
お
き
ま
す
。
冬
も
の
は
一

使

っ

た

あ

と

の

ぞ

っ

き

ん

は

よ

く

水

洗

一

一

い

し

、

タ

ン

ス

類

で

か

こ

っ

て

、

そ

の

い
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
し
ま
品
聞
が
長
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
一
裏
側
を
、
額
や
壁
か
け
で
う
ま
く
飾
つ

一
決
し
て
よ
C
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
一
て
あ
げ
る
の
も
く
ふ
う
の
一
つ
で
す
。

マ

プ

ロ

パ

シ

ガ

ス

の

一

い

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

一

一

一

さ

て

三

月

で

い

や

な

こ

と

は

、

風

の

ボ
ン
ベ
は
か
な
ら
ず
一
安
い
た
ま
ご
・
ぬ
か
ず
こ
と
。
黄
色
い
土
ぼ
こ
り
が
窓
や

屋

外

に

:

:

:

7

0

そ

一

雨

戸

の

す

き

間

か

ら

舞

い

こ

ん

で

き

ま

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が
急
激
一
三
月
は
一
年
中
で
、
に
わ
と
り
が
い
一
す
。
窓
ガ
ラ
ス
は
ふ
い
て
も
ふ
い
て
も

に
ふ
え
て
い
ま
す
。
ガ
ス
も
れ
に
十
分
一
ち
ば
ん
卵
を
多
く
生
む
季
節
で
、
値
段
一
す
ハ
、
ょ
C
れ
ま
す
。
や
わ
ら
か
い
ぞ
う

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
一
も
安
く
な
り
ま
す
。
卵
は
栄
養
価
の
高
一
き
ん
を
用
意
し
て
、
手
ま
め
に
ふ
く
ほ

ス
は
、
空
気
の
一
・
六
倍
の
重
さ
が
あ
一
い
食
品
で
良
質
の
た
ん
白
質
、
ビ
タ
ミ
一
か
あ
り
ま
せ
ん
@

り
ま
ず
か
ら
、
も
れ
た
ガ
ス
は
下
の
ほ
一
ン
A
B、
ミ
ホ
一
フ
ル
な
ど
を
聾
富
に
合
一
ま
た
、
古
く
な
っ
た
板
ぺ
い
や
木
戸

う
に
沈
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
一
ん
で
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
一
も
、
冬
の
聞
に
か
な
り
い
た
ん
で
お
り

小
さ
な
す
き
ま
か
ら
も
、
も
れ
る
も
の
↑
さ
い
。
と
く
に
育
ち
盛
り
の
お
こ
声
九
一
ま
す
。
〈
ぎ
が
頭
が
出
し
て
い
て
、
思

で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
火
気
で
も
電
灯
一
に
は
e

・e
・-
j
o

一
わ
ぬ
け
が
扮
し
た
り
し
ま
す
。
家
の
外

の
ス
イ
ァ
チ
が
ひ
ね
っ
た
と
き
に
出
る
一
卵
は
新
し
い
こ
と
が
た
い
せ
つ
。
乙
一
ま
わ
り
も
、
一
度
よ
く
調
べ
て
、
早
自

火
花
で
も
爆
発
し
一
ま
す
。
一
れ
を
見
分
け
る
に
は
、
カ
一
フ
が
さ
ら
さ
唱
に
修
理
し
て
お
く
乙
と
で
す
。

タ
バ
コ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う


